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特許でわかるバリアフリー技術 
 

移動環境の出願をみると、乗り物と道路に関する技術開発が活発になって

いる。道路については、近年、視覚障害者誘導システムに関する出願が急増

している。 

視覚障害者誘導システムは、視覚障害者の一人歩きを支援するもので、

1980 年代には主に磁気が利用され、その後電波が使われるようになり、最

近では GPS（衛星航法システム）を活用して「音声で行き先を告げると、最

適な道順で安全に誘導してくれる」ものも出現している。 

移動環境に関する出願件数推移 道路に関する出願件数推移 

視覚障害者誘導システムに関する技術の発展状況 
（1978～98 年 12 月の出願） 
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感知装置の路面への埋設

視覚障害者誘導システム

交通制御システム

交通標識
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日付は出願月または優先権主張月

～1993年 1994年～

音声
誘導

83.10
日本電気
特公平4-24059
●障害物の前後
情報を流す

87.4
世紀東急工業
特公平3-15908
●異なる磁気レ
ベルで識別

87.11
池野通建
コビシ電機
実公平5-41696
●固有電波信号
の利用

90.2
日本電気環境エン
ジニアリング
世紀東急工業
リケン
アトム化学塗料
特公平7-112479
●異なる透磁率の
利用

92.8
片瓜 幸雄
特許2839797
●カード型送
信器の利用

94.1(優)
アルプス電気
特許2801868
●特定コード
変調信号の間
欠発信

96.5
サニ－ シ－リング
センサーテクノス
特許2876305
●エコー波の利用

92.2
児玉電子
特許2673258
●情報量増大
化

電波の利用

光の利用

磁気の利用

GPS併用
98.3
鉄道総合技術研究所
特開平11-276516
●音声で告げた場所
に誘導


